
仁淀川地区

令和2年度新採職員のご紹介！
仁淀川地区では佐川町で4月1日、令和2年度の新採用職員入組式を開きました。大原光鶴常務は「仁淀川地区は
県下有数の園芸地区。また山間部では重要な生活インフラを担っており、ＪＡは地域で重要な役割を担っている。いろ
いろな仕事に挑戦し、人としても大きく成長してほしい。一緒にがんばろう」と激励しました。職員らは「早く仕事を覚
えたい」「自己研鑽に励みたい」と抱負を語りました。新採用職員は以下の通りです。

わからないこともたくさんあり
ますが、自分にできることを
見つけてがんばります ！

日高支所　営農経済課

植田 竜正
農協職員として、一生懸命
がんばりたいです ！

日高支所　営農経済課

大野 侑貴
笑顔をたやさず、お客様第
一に、地域のためにがんば
りたいです ！

日高支所　信用共済課

岡﨑 愛梨

地域の皆さまに覚えていた
だけるように、笑顔でがん
ばります ！

佐川支所　信用共済課

片岡 優
一生懸命がんばります ！

伊野支所　信用共済課

藤原 玲奈

高知の農畜産物のよさをた
くさん人に知ってもらえるよ
うに、せいいっぱい頑張っ
ていきたいです。

とさし営農経済センター販売課

井上 恵厘子
農家さんのために一生懸命
がんばります ！

とさし営農経済センター購買課

中村 太一
知識を身につけて、業務に
励みたいです。

土佐市支所　信用共済課

石本 愛貴
組合員さんに信頼され、親
しみを持たれるような職員に
なりたいです ！

土佐市支所　信用共済課

松原 あい



　和弘さんの一日はみぃこちゃんで始まりま
す。朝４時半のトイレに、昼休憩にはリードを
つけてお散歩。お外で遊んだら、ホットタオル
で体と足を拭いて…おやつを出して…と、涙
ぐましいほどの、献身的なお世話 ！
　が、みぃこちゃんが一番好きなのは息子の
裕脩さんみたい。裕脩さんなら30分でも１時
間でも抱っこさせてくれるんですけど…（汗

新居支所
管内より

仁淀支所
管内より

佐川支所管内より

斗賀野支所管内より

ツンデレ姫とご一緒に♥
みぃこちゃん（メス・10歳）
飼い主：三本 幸則さん（父）
　　　　　　 衣都枝さん（母）
　　　　　　 和弘さん
　　　　　　 典子さん（妻）
　　　　　　 裕脩さん（子）

ふるさとの景色を守りたい
西森 寛三さん　   （73）
　　 奈美子さん（66）

手を取り合って、もうすぐ50年
野並 与次彦さん（76）
　　   叔さん　　   （71）

の なみ　よ　し ひこ

よし

　お互いの素敵なところは？  と尋ねると叔さ
んは「まじめで仕事熱心、やさしいところ」と
笑顔。与次彦さんは「えいとこばっかりでわ
からん（笑）」と大照れ。
　ハウス土佐文旦と、露地とハウスのショウ
ガをメインに、サンショウやダイダイも栽培し
ている二人。二人三脚で農業を続けてきて、
来年金婚式を迎えます。仲睦まじいお二人
を、与次彦さんご自慢の庭でパシャリ♡

　「女性部のおかげで第二の人生、充実 ！ 」
と話す喜代子さんは、神奈川県のご出身。
1971年に高知県出身の駿一さんと結婚し、
2001年に佐川町へ移住。自然豊かな環境が
お気に入りです♪
　女性部など地域の活動に参加できるのは、
駿一さんの協力があってこそ。やりがいや人と
のつながりができ、「引っ越しの荷物がまだ整
理できない（笑）」ほど満喫してます！

いそがしいって幸せ！！
野中 駿一さん　   （84）
　　   喜代子さん（81）

の  なかしゅんいち

き　よ　こ

にし もり　かん ぞう

な　 み　 こ

み  もと　ゆき のり

い　 と　 え

かずひろ

のり　こ

ゆう  すけ

　「茶畑をやってみたい」と妻の奈美子さん
に相談したのは、57歳のとき。両親が作って
きた茶畑や景観を守りたい…という思いがあり
ました。二人とも仁淀川町出身。地元に帰る
のに、迷いはありませんでした。
　現在では新たに茶摘みの機械を導入する
など、意欲的に生産しています。これからも
夫婦仲良く、茶畑を守っていってくださいね。
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営農

営農

営農

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

一番茶を収穫

春の味をお届け！

　

吾
川
支
所
の
吾
川
製
茶
工
場
は

４
月
18
日
か
ら
製
茶
作
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
蒸
す
、
揉
む
と
い
っ
た

作
業
工
程
を
経
て
、
荒
茶
に
仕
上

げ
て
出
荷
し
ま
し
た
。

　

仁
淀
川
町
寺
村
地
区
の
中
島
信

彦
さ
ん
（
74
）
と
妻
の
佐
由
美
さ
ん

（
72
）
は
４
月
18
日
か
ら
一
番
茶
の

収
穫
に
励
み
ま
し
た
。

　

中
島
さ
ん
夫
妻
は
30
㌃
の
茶
園

で
約
30
年
前
か
ら
「
や
ぶ
き
た
」
を

栽
培
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
２
人

用
摘
採
機
を
使
っ
て
約
１
４
０
㌔

収
穫
し
ま
し
た
。

　

信
彦
さ
ん
は
「
３
月
が
暖
か
く
、

４
月
に
冷
え
込
ん
だ
た
め
、
芽
は

多
い
が
あ
ま
り
伸
び
な
か
っ
た
。

霜
の
影
響
は
少
な
か
っ
た
の
で
、

例
年
並
み
の
品
質
、
収
量
に
な
り

そ
う
だ
」
と
、
佐
由
美
さ
ん
は
「
１

年
手
を
か
け
て
育
て
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
新
茶
の

販
売
が
心
配
だ
が
、
美
味
し
い
お

茶
を
楽
し
み
に
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

同
製
茶
工
場
で
は
５
月
11
日
ま
で

一
番
茶
を
受
け
込
み
、
約
42
㌧
出

荷
し
ま
し
た
。

　

伊
野
支
所
管
内
で
は
２
戸
が
マ

ン
ゴ
ー
を
栽
培
し
て
お
り
、
４
月

下
旬
か
ら
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

い
の
町
八
田
地
区
の
山
本
高
裕

さ
ん
（
56
）
は
、
１
９
９
８
年
ご
ろ

か
ら
栽
培
を
始
め
、
現
在
は
ハ
ウ

ス
48
㌃
で
６
９
０
本
の
「
ア
ー

ウ
ィ
ン
」
を
栽
培
し
ま
す
。

　

山
本
さ
ん
は
「
実
に
ま
ん
べ
ん

な
く
太
陽
の
光
が
当
た
る
よ
う
剪

定
し
、
反
射
材
を
敷
い
て
工
夫
し

て
い
る
。
着
色
の
よ
い
、
完
熟
で

甘
い
マ
ン
ゴ
ー
を
消
費
者
に
届
け

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
収
穫
は

７
月
下
旬
ま
で
続
く
予
定
で
す
。

　

仁
淀
川
地
区
管
内
で
シ
ョ
ウ
ガ

の
定
植
が
、
４
月
中
旬
か
ら
下
旬

に
か
け
て
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

土
佐
市
生
姜
部
会
長
の
江
渕
林

之
さ
ん
（
61
）
は
土
佐
市
戸
波
地

区
で
70
㌃
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

江
渕
さ
ん
は
「
貯
蔵
性
の
高
い
、

品
質
の
い
い
シ
ョ
ウ
ガ
を
作
り
た

い
」
と
意
気
込
み
ま
し
た
。
と
さ

し
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
の
中
山
大

路
営
農
指
導
員
は
「
ほ
場
巡
回
で
、

生
産
者
と
積
極
的
に
情
報
交
換
を

し
、
細
や
か
な
ケ
ア
を
し
て
い
き

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
収
穫
は

11
月
頃
で
す
。

　

佐
川
支
所
果
樹
部
会
長
の
土
本

誠
さ
ん
（
45
）
は
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬
に
か
け
て
、
梨
の
授
粉

作
業
を
行
い
ま
し
た
。
梵
天
を

使
っ
て
開
花
し
た
も
の
か
ら
順

次
、
授
粉
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

土
本
さ
ん
の
果
樹
園
で
は
70
㌃

で
３
０
０
本
の
梨
を
栽
培
。
品
種

は
「
新
高
」「
幸
水
」「
豊
水
」「
あ

き
づ
き
」
な
ど
の
定
番
品
種
の
ほ

か
、
希
少
種
「
土
佐
の
り
ょ
う
ま
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

土
本
さ
ん
は
「
天
候
に
気
を
付

け
て
管
理
を
し
、
良
い
品
質
の
も

の
を
届
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

Ｆ
Ｍ
高
知
の
番
組
「
S
U
N
P
L
A 

T
h
e 

R
a
d
i
o
」
の
収
録
が
４

月
１
日
、
小
夏
の
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
土
佐
市
北
原
地
区
で
ハ
ウ
ス
小

夏
を
栽
培
す
る
、
土
佐
市
施
設
果
樹
部

会
長
の
中
平
吉
彦
さ
ん
（
45
）
が
ゲ
ス

ト
で
登
場
し
、
ハ
ウ
ス
小
夏
の
Ｐ
Ｒ
を

行
い
ま
し
た
。

　

番
組
で
は
（
株
）
サ
ン
プ
ラ
ザ
各
店
舗

で
実
施
さ
れ
る
ハ
ウ
ス
小
夏
の
売
り
出
し

コ
ー
ナ
ー
の
紹
介
と
、
ハ
ウ
ス
小
夏
の
栽

培
方
法
や
特
徴
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

収
録
に
は
鈴
木
遥
奈
レ
ポ
ー
タ
ー
や

（
株
）
サ
ン
プ
ラ
ザ
の
方
ら
が
訪
れ
ま

し
た
。

マンゴーに太陽の光がよく当たるよう、実のつりさげ方を調整する山本さんショウガの定植を行う江渕さん

梨の授粉作業をする土本さん４月９日に放送されました。

一番茶を摘採する中島夫妻

４月17日には仁淀川町の第一製茶工場で
茶業安全祈願祭が開かれました。

完熟マンゴーいかが？

ハウス小夏のほ場でラジオ収録！ 梨受粉　梵天で作業

ショウガの定植

営農

営農

急こう配の斜面でワラビの収穫に励む齋藤夫妻

花桃の咲く季節に
ゼンマイを収穫する川崎さん

　

仁
淀
川
地
区
で
は
、
春
の
山
菜
で

あ
る
ゼ
ン
マ
イ
や
ワ
ラ
ビ
の
出
荷
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

仁
淀
川
町
道
芝
地
区
の
川
崎
満
子

さ
ん
（
93
）
は
約
30
年
前
か
ら
20
㌃

の
ほ
場
で
ゼ
ン
マ
イ
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。
３
月
下
旬
か
ら
４
月
下
旬
ま
で
、

数
回
に
分
け
て
収
穫
。
収
穫
し
た
ゼ

ン
マ
イ
は
選
別
、
湯
が
き
、
天
日
干

し
、
揉
み
を
行
い
、
５
月
下
旬
か
ら

干
し
ゼ
ン
マ
イ
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま

す
。
川
崎
さ
ん
は
「
手
間
暇
を
か
け

て
育
て
た
。
お
い
し
く
食
べ
て
も
ら
い

た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　

越
知
町
の
中
大
平
地
区
で
は
、
齋

藤
俊
彦
さ
ん
（
77
）
と
妻
の
ミ
サ
オ

さ
ん
（
72
）
が
ワ
ラ
ビ
を
収
穫
し
ま

し
た
。
日
当
た
り
の
良
い
急
斜
面
10

㌃
に
、
ワ
ラ
ビ
の
根
茎
を
植
え
つ
け

て
栽
培
し
て
い
ま
す
。
ワ
ラ
ビ
は
ヒ
ノ

キ
の
葉
を
敷
い
た
箱
に
、
丁
寧
に
詰

め
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
齋
藤
さ
ん
は

「
茶
畑
か
ら
ワ
ラ
ビ
に
転
作
し
た
。
山

を
荒
ら
さ
な
い
た
め
に
も
、
ワ
ラ
ビ

作
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

営農
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あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！ 

家
庭
菜
園

キ
ャ
ベ
ツ
　
病
害
虫
の
予
防
を
万
全
に

園
芸
研
究
家
●
成
松
次
郎

※

関
東
南
部
以
西
の
平
た
ん
地
を
基
準
に
記
事
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

キ
ャ
ベ
ツ
は
冷
涼
な
気
候
を
好
み
、
生

育
適
温
は
20
度
前
後
で
す
が
、
初
期
は
高

温
や
低
温
に
強
い
野
菜
で
す
。
一
般
地
で
は

夏
ま
き
秋
冬
取
り
が
最
も
作
り
や
す
い
時

期
で
す
。

﹇
品
種
﹈
サ
ラ
ダ
、
煮
物
な
ど
に
万
能
の

品
種
が
主
流
で
、
病
気
に
強
い
品
種
を

選
び
ま
し
ょ
う
。
秋
取
り
に
適
し
た
早

生
品
種
の
「
初
秋
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、

「
新
藍
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
は
葉
が
柔

ら
か
い
良
食
味
品
種
で
す
。
冬
取
り
に

は
中
晩
生
種
で
甘
味
の
あ
る
「
彩
音
」

（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
冬
藍
」（
サ
カ
タ
の

タ
ネ
）
も
お
薦
め
で
す
。

﹇
栽
培
期
間
﹈
一
般
地
で
は
、
早
生
種
は
７

月
上
旬
〜
下
旬
に
種
ま
き
し
種
ま
き
後

90
日
程
度
、
中
晩
生
種
は
７
月
下
旬
〜

８
月
中
旬
に
種
ま
き
し
１
２
０
〜
１
５
０

日
で
収
穫
で
き
ま
す
。

﹇
苗
作
り
﹈
少
量
の
苗
を
作
る
に
は
7.5
〜
９

㎝
の
ポ
リ
ポ
ッ
ト
を
使
う
の
が
便
利
で

す
。
１
ポ
ッ
ト
当
た
り
３
〜
４
粒
ま
き
、

本
葉
２
〜
３
枚
で
１
株
に
な
る
よ
う
間

引
き
ま
す
。
苗
作
り
の
期
間
は
30
日
程

度
で
、
寒
冷
し
ゃ
な
ど
で
害
虫
の
飛
来

を
遮
断
し
ま
す
（
図
１
）。

﹇
畑
の
準
備
﹈
畑
１
平
方
m
当
た
り
苦
土

石
灰
１
０
０
g
程
度
を
ま
き
、
よ
く
耕

し
ま
す
。
畝
幅
70
〜
80
㎝
、
深
さ
20
㎝

の
溝
を
掘
り
、
こ
の
溝
１
m
当
た
り
堆

肥
１
㎏
と
化
成
肥
料
（
N
P
K
各
成
分

で
10
%
）１
０
０
g
を
施
し
、
土
と
よ
く

混
ぜ
て
畝
を
立
て
ま
す
（
図
2
）。

﹇
植
え
付
け
﹈
本
葉
５
〜
６
枚
の
頃
、
株

間
40
㎝
程
度
に
植
え
付
け
ま
す
。
こ
の

と
き
、
植
え
穴
を
掘
り
、
穴
に
十
分
水

や
り
し
て
、
活
着
を
ス
ム
ー
ズ
に
さ
せ
ま

す
（
図
３
）。

﹇
追
肥
﹈
本
葉
10
枚
の
頃
、
株
の
周
り
に

化
成
肥
料
を
１
株
当
た
り
10
g
く
ら
い

ま
い
て
、
株
元
に
土
寄
せ
し
ま
す
。
２

回
目
は
そ
の
20
日
後
に
同
量
を
畝
の
両

側
に
ま
き
、
土
寄
せ
を
し
ま
す
。

﹇
病
害
虫
の
防
除
﹈
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
コ
ナ

ガ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
多
い
の
で
、
オ
ル
ト

ラ
ン
水
和
剤
な
ど
で
駆
除
し
ま
す
が
、

生
育
初
期
は
ネ
ッ
ト
栽
培
で
予
防
し
ま

し
ょ
う
。
葉
先
に
く
さ
び
状
の
病
班
を

示
す
黒
腐
病
に
は
Ｚ
ボ
ル
ド
ー
な
ど
で

予
防
し
ま
す
。

﹇
収
穫
﹈
球
が
肥
大
し
、
や
や
堅
く
締
ま
っ

て
く
れ
ば
収
穫
期
で
す
。

　食後のデザートは別腹ですよね。「エーコープ　杏仁豆腐の素」は、
つるっとした食感とさっぱりとした味わいでいくらでも食べられちゃう！  寒
天の食感が生きた杏仁豆腐です♪  シロップ付なので、シンプルに杏
仁豆腐だけで食べてもよし。フルーツの缶詰めと合わせるのもよし。作
り方も、熱湯で溶かすだけお手軽です。

ためしてみ
て！！

イチオシ商
品

Aコープ・直販店で取扱中！
（店舗によっては取り扱っていない場合もございます。ご了承ください）

　

こ
の
時
期
に
な
る
と
天
候
不
順
が

続
き
、
ハ
ウ
ス
内
は
高
温
多
湿
環
境

に
な
り
や
す
い
で
す
。
そ
の
蒸
れ
込

み
か
ら
「
病
気
の
発
生
」
が
あ
っ
た

り
、
果
実
の
花
弁
や
ヘ
タ
・
傷
口
か

ら
菌
が
侵
入
し
、
出
荷
先
で
の
「
腐

敗
事
故
」
が
起
き
た
り
し
や
す
く
な

り
ま
す
。

　

被
害
を
減
ら
す
為
に
も
天
候
不
順

に
係
わ
ら
ず
、
ハ
ウ
ス
内
環
境
を
整
え

る
様
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
一
日
の
平
均
温
度
が
高
く
な
る
と
、

植
物
の
生
育
ス
ピ
ー
ド
も
そ
れ
に
比
例

し
て
速
く
な
り
、
枝
葉
が
茂
り
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
、
栽
培
し
て
い
る
植
物

に
応
じ
た
適
切
な
整
枝
・
摘
葉
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
蒸
れ
込
む
よ
う
な
日
は
、
循

環
扇
や
加
温
機
の
送
風
を
利
用
し
、

空
気
を
流
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
病
気
の

発
生
を
あ
る
程
度
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

仮
に
病
害
が
発
生
し
た
場
合
は
早
急

に
治
療
効
果
の
あ
る
薬
剤
を
散
布
し
、

ハ
ウ
ス
内
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
管
理
に
つ
い
て
は
各

担
当
の
営
農
指
導
員
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

【
訂
正
と
お
詫
び
】

　

こ
う
ぐ
り
５
月
号
の
「
え
い
の
う
〜
」

の
「
梅
雨
時
期
に
要
注
意
【
果
実
黒
斑

病
】」
は
、
オ
ク
ラ
に
つ
い
て
の
記
事
で

す
。
記
事
で
紹
介
し
て
い
る
農
薬
は
オ

ク
ラ
に
対
し
て
の
対
策
で
す
。
こ
こ
に

訂
正
と
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 営農指導員

前田　尚吾

ハ
ウ
ス
園
芸
農
家
の

皆
様
へ

梅
雨
時
期
の

腐
敗
事
故
対
策
に
つ
い
て

エーコープ
杏仁豆腐の素

対
策

　

お
茶
は
、
お
湯
の
温
度
に

よ
っ
て
浸
出
す
る
旨
味
・
カ
テ

キ
ン
・
香
り
成
分
が
異
な
り
ま

す
。

　

旨
み
成
分
の
ア
ミ
ノ
酸
は
低

温
で
溶
け
出
し
や
す
く
、
渋

み
や
苦
み
成
分
の
カ
テ
キ
ン
・

カ
フ
ェ
イ
ン
は
高
温
で
溶
け
出

し
や
す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
暑
い
季
節
に
、

い
つ
も
の
入
れ
方
で
淹
れ
た
お

茶
を
、で
き
る
だ
け
早
め
に
冷

や
し
た
冷
た
い
お
茶
も
お
い
し

く
飲
め
ま
す
が
、
も
っ
と
手

軽
に
冷
水
を
使
っ
た
お
い
し
い

お
茶
の
淹
れ
方
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
適
し
た
水
】

　

お
茶
を
い
れ
る
の
に
適
し
た
水

は
、
微
酸
性
の
「
軟
水
」
で
す
。

日
本
の
水
は
、
ほ
ぼ
微
酸
性
の
軟

水
で
す
の
で
、
水
道
水
を
使
用

し
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
水
道
水
に
は
塩
素
が
含
ま
れ

て
い
る
た
め
、
一
度
沸
騰
さ
せ
冷

や
し
て
か
ら
使
う
方
が
い
い
で

し
ょ
う
。

　

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
カ
ル

シ
ウ
ム
・
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
を
多
く

含
む
「
硬
水
」
で
、
お
茶
の
成

分
、
カ
テ
キ
ン
・
カ
フ
ェ
イ
ン
と

反
応
し
て
味
が
淡
白
に
な
り
、
香

り
も
減
少
し
て
濁
っ
た
水
色
と
な

り
ま
す
。

【
冷
水
出
し
番
茶
・
親
子
茶
の
作

り
方
】

◎
前
日
の
夜

　

冷
水
（
冷
た
い
ほ
ど
良
い
）
1

ℓ
に
対
し
て
番
茶
20
ｇ（
親
子

茶
な
ら
10
ｇ
）
を
冷
水
ポ
ッ
ト

に
入
れ
冷
蔵
庫
に
一
晩
（
３
〜

６
時
間
）
静
置
す
る
。

◎
翌
日
の
朝

　

茶
葉
を
取
り
出
し
、
保
温
ボ

ト
ル
か
冷
蔵
庫
に
保
管
し
24

時
間
以
内
に
飲
み
切
る
。

暑
い
夏
に
冷
水
で
作
る

冷
た
い
お
茶

営農指導員
鮑  遠清

※
水
出
し
番
茶
は
、
血
糖
値
を

抑
え
る
「
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド

（
多
糖
体
）」
が
多
く
含
む
糖

番
茶
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

※
水
出
し
親
子
茶
は
、
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
の
に
、
普
通
煎
茶
に

遜
色
の
な
い
味
わ
い
が
楽
し

め
、
免
疫
機
能
を
高
め
る
効

果
が
期
待
で
き
る
エ
ピ
ガ
ロ
カ

テ
キ
ン
も
し
っ
か
り
と
れ
ま

す
。

【
通
が
た
ま
ら
な
い
氷
出
し
極
上

煎
茶
】

◎
急
須
に
適
量
の
煎
茶
を
敷
き
、

そ
の
上
に
氷
を
置
き
、
自
然
に
溶

け
た
氷
水
が
お
茶
を
抽
出
し
て
く

れ
ま
す
。
そ
の一
滴
一
滴
の
雫
を
味

わ
う
の
が
ま
さ
に
至
福
の
時
間
で

す
。

豆
知
識

冷水 １ℓ
番茶 20ｇ
又は

親子茶 10ｇ






